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■ 護岸バリエーション資料 

１）第 30 回委員会(10/05/28) の主なご意見と報告 
 

第 30 回委員会の主なご意見 会議における事務局等の回答 

・公園前のみ飛ばして施工することは可能か。 ・技術的には可能だと思う。 

・公園前のバリエーションについては、公園に対する地元からの要

望・提案を受けてから形を設計したほうがよいものができると思

う。 

・区間全体にバリエーションをするのではなく、公園前や自然再生

の場の擦り付け部など区間を設定して行った方が良い。その他の

基本断面でできる区間は、工事を進捗させてはどうか。 

・公園の前は大胆に切り込むなど、目玉の場所としてのバリエーシ

ョンを期待したい。 

・この位置に公園を整備すること

はほぼ決まりと思っていただき

たい。公園の配置については、概

ね合意を得ている。 

・公園はどれくらいの規模か。 ・約 1.0ha である。 

・第 2期まちづくり地区前面のバリエーション区間はいつ頃確認で

きるか。H22 に整備されるバリエーションを見て、H23 の整備に

反映できると良い。 

・第 2 期まちづくり地区前面のバ

リエーションが完成するのは、年

明けの予定である。 

・今後の全体スケジュールはどうなっているか。 ・H22 完成予定であるが、進捗がか

なり遅れている。図面に H23 施工

区間を記しているが、その範囲か

ら概ねの進捗を推測願いたい。 

・事業が遅れることは避けたい。地元としては、県の事業スケジュ

ールの中で、可能な範囲で議論して進められれば良いと思う。 

 

・公園の前だけ空いてしまっては、地元から言われないか。  

・市川市のまちづくり会議で公園整備の意見を集約してもらい、青

写真を見せてもらって、そこに検討を加えていかないと議論が進

まない。 

 

・公園前の施工を後にした場合、工事進捗が遅れないか確認してほ

しい。 

 

・公園前をバリエーション区間とし、その他の区間は基本断面でよ

い。 

 

 
【前回の意見を踏まえた報告事項】 

① 公園前区間を飛ばして施工した場合について 

費 用 護岸が石積み形式で端部に構造物が不要なため、全体事業費の増加にはならない。 

進 捗 全体事業費の増加にならないため、全体的な事業進捗にも影響が及ばない。 

施工性 東西両側からの工事用道路ルートが確保できるため、分割の場合でも問題は無い。 

その他 公園前の鋼矢板護岸が直ちに倒壊する危険性は少ない。 
 

② 公園整備について 

市川市行徳臨海部まちづくり懇談会において、公園の位置についてはほぼ確定したが、整備の内容に

ついては詳細な議論をする段階に至っていない。（まちづくりの中で整備内容を決定していく） 

海岸高潮対策事業を遅らせることはできないため、護岸整備に向けた議論を先行して実施する。 

資料 ‒ ３ 
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基本断面 

乱積み 
必要高さ 

AP＋7.2m 

天端 4.0m 護岸法面 

海岸保全区域 30.0m 

約 18m 

⑧護岸勾配（潮間帯）の変化 

⑨法先の変化 

⑩被覆石の乱積み 

⑤水際へのアプローチ （石積階段、コンクリート階段、階段ブロック） 

⑥水際の歩行空間 （小段） 

⑦護岸の緑化 

AP＋3.0m 以下 

AP＋3.0m 以上 

①天端の散策路  ③天端の植栽 

②遊歩道・ベンチ  ④安全対策の施設（注意看板） 

第２期まちづくり地区の 

バリエーション機能（施設） 第２期まちづくり地区の 

バリエーション平面図 

第２期まちづくり地区 

約 215m ５０m約 180m 約１００m 約 350m 

第１期まちづくり地区 

平面図

擦り付け区間（延長未定） 

自然再生の場 

■ 全体配置図 

【第１期まちづくり地区護岸バリエーション整備の検討の進め方（案）】 

①海岸高潮対策として、早急に事業を実施する必要がある。 

②前回の議論を踏まえ、バリエーションは公園前面において検討するものとし、その他の区間は基本断面とする。 

③本年内（11 月を目処）に公園前面のバリエーション整備案が決定した場合は、H23 年度工事の範囲とする。 

決まらない場合は、事業の進捗を遅らせないように基本断面区間を優先して施工する。 

④第２期まちづくり地区におけるバリエーションを基本に、第１期地区に追加したい機能について議論し、護岸

整備の方針を整理する。 

海
岸
保
全
区
域 

①散策路 ③植栽 

②ベンチ 

⑤階段ブロック（幅 15m程度）

⑥小段（幅２ｍ）

⑦護岸の緑化

⑨法先の変化 

⑧護岸勾配の変化

⑩被覆石の乱積み 

④注意看板

⑤石積階段（幅５m程度） 
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■ 護岸整備に向けた前提条件 （第２６回 護岸検討委員会資料 再掲） 
 

１） 『海岸保全区域内』の整備を前提とする 

  

  

 

 

 

 

 

 

２） 基本断面積を確保した整備を前提とする 

・断面が減少した場合は、背後地に影響が及ぶ（高くなる）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     

  ３） 構造物の人工的な印象に留意する 

・特にコンクリート壁面の過度な出現に留意する。 

 

 

 

 

 

 
 
 

４） 整備後の維持管理を考慮して検討を進める 

・維持管理しやすい素材を用いる。 

・利用者がごみを捨てたり、漂流ごみが溜まる可能性があることを十分考慮し、利用しにくい場にならない

ように地元や自治体と協働・連携による“日常的な管理”の取り組みが必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考事例》背後地に公園のある護岸整備（葛西海浜公園） 

 

 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

  H.W.L. AP＋2.10m

  L.W.L. AP±0.00m

  H.H.W.L. AP＋5.40m

A
1:2

AP＋3.0m 

護岸の機能を確保するために 

ピンクの部分の面積が必要 

乱積み 

海岸保全区域ライン 

傷みやすい木材デッキ 

壁面への石張りにより統一感に配慮した事例

打ち寄せられる漂流ゴミ 

AP＋3.0m 

 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

  H.W.L. AP＋2.10m

  L.W.L. AP±0.00m

  H.H.W.L. AP＋5.40m

1:2

海岸保全区域ライン 
基本断面

乱積み 
AP＋3.0m 

基本断面 

海岸保全区域 

第 2 期まちづくり地区における
法先のバリエーション断面図 

《参考図》 

法先のバリエーション（石の配置）の基本

構造は、海側Ｈ鋼より海側の 1t 石を数個動

かした第 2 期まちづくり地区におけるバリ

エーション断面とする。 

 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

  H.W.L. AP＋2.10m

  L.W.L. AP±0.00m

  H.H.W.L. AP＋5.40m

A
1:2

海岸保全区域ライン 

海側Ｈ鋼および捨石工が整備済である現状を踏まえ、

手戻りのない護岸整備を行う必要がある。 

基本断面よりも小さな断面で整備した場合、防護の観点から 

背後地の高さを上げる必要があり、公園の整備に大きく影響する。 


